
委
員
会
は
中
島
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
議
長
に
は
小

檜
山
委
員
（
郡
山
設
備
分
会
）

を
選
出
し
た
。
地
本
を
代
表
し
、

大
沼
委
員
長
は
、
以
下
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
（
要
旨
）

▼
政
治
情
勢
。
昨
年
12
月
の
衆

議
院
解
散
総
選
挙
の
結
果
、
52

％
の
低
投
票
率
で
自
・
公
が
絶

対
安
定
多
数
を
占
め
、
憲
法
改

正
賛
成
派
議
員
が
2/3
以
上
を
占

め
た
。
今
後
安
倍
政
権
に
対
す

る
国
民
の
チ
ェ
ッ
ク
と
抑
止
力

強
化
が
課
題
。

展
望
は
あ
る
。
沖
縄
県
民
は

知
事
選
挙
で
新
基
地
建
設
を
自

ら
の
手
で
拒
否
し
、
人
権
を
優

先
す
る
選
択
を
し
た
。
憲
法
11

条
に
は
基
本
的
人
権
が
謳
わ
れ

て
お
り
、
国
政
に
人
権
が
振
り

回
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

原
発
再
稼
働
の
動
き
は
あ
る

が
、
一
方
で
故
郷
を
追
わ
れ
た

12
万
人
の
避
難
者
が
存
在
す
る
。

端
的
に
1
億
2
千
万
人
の
た

め
に
沖
縄
県
民
の
犠
牲
や
福
島

12
万
人
の
犠
牲
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
「
人
権
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
安
倍
政
権
の
流
れ
を
変
え

よ
う
。
統
一
自
治
体
選
挙
は
重

要
、
組
織
内
議
員
全
員
当
選
に

向
け
奮
闘
す
る
。

▼
15
春
闘
。
安
倍
首
相
は
昨
年

同
様
経
済
界
へ
賃
上
げ
要
請
。

し
か
し
昨
年
は
賃
上
げ
は
一

部
企
業
に
留
ま
り
、
円
安
物
価

高
と
消
費
増
税
で
実
質
賃
金
は

目
減
り
。

一
方
で
法
人
税
引
下
げ
、
生

涯
派
遣
法
、
残
業
代
タ
ダ
法
、

首
切
り
金
銭
解
決
法
な
ど
労
働

分
野
の
規
制
を
徹
底
破
壊
。

今
日
の
労
働
者
の
困
窮
は
、

独
占
資
本
と
政
府
自
民
党
が
作
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
政
労
使

会
議
任
せ
で
な
く
、
労
働
者
の

団
結
と
統
一
で
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
中
央
委
員
会
で
決

定
し
た
ベ
ア
1
万
5
千
円
の
統

一
要
求
満
額
獲
得
に
向
け
奮
闘

し
よ
う
。

▼
国
労
の
抱
え
る
運
動
課
題
。

一
つ
は
安
全
・
安
定
輸
送
確

立
の
闘
い
。
安
全
と
サ
ー
ビ
ス

に
妥
協
せ
ず
、
後
退
さ
せ
る
業

務
委
託
に
反
対
し
て
い
く
。

二
つ
は
労
働
条
件
改
善
の
闘

い
。
労
働
協
約
改
訂
の
取
組
み

で
、
要
求
の
多
数
派
と
し
て
就

業
規
則
改
訂
に
全
力
を
挙
げ
る
。

ま
た
遠
距
離
配
転
の
解
消
な
ど

前
進
面
も
あ
り
支
社
越
え
の
扱

い
も
粘
り
強
く
求
め
て
い
く
。

▼
組
織
拡
大
。
思
う
よ
う
な
数

字
に
は
届
か
な
い
が
、
土
壌
は

広
が
り
を
見
せ
、
種
が
蒔
か
れ

発
芽
し
て
い
る
。

目
標
は
組
織
の
1
割
、
全
組

合
員
が
同
じ
目
的
と
方
向
で
進

め
な
け
れ
ば
成
し
得
な
い
。
経

験
と
教
訓
を
交
流
す
る
会
議
を

継
続
す
る
―
と
述
べ
、
忌
憚
の

な
い
委
員
の
発
言
を
要
請
し
た
。

続
い
て
来
賓
か
ら
は
激
励
と

連
帯
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

ま
た
財
団
法
人
国
労
会
館
仙

台
地
方
部
の
労
働
講
座
と
し
て
、

国
労
本
部
星
野
中
執
が
「
JR
貨

物
が
抱
え
る
構
造
的
諸
問
題
」

と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
東
日
本
本
部
伊
藤
執

行
委
員
か
ら
は
、
情
勢
と
国
労

が
抱
え
る
諸
課
題
等
が
述
べ
ら

れ
た
（
別
掲
☚
）
。

そ
の
後
、
原
子
書
記
長
が
大

会
以
降
の
経
過
と
方
針
を
、
ま

た
中
島
財
政
部
長
が
財
政
に
関

わ
る
議
案
を
提
起
し
、
委
員
か

ら
の
質
疑
と
執
行
部
か
ら
の
答

弁
、
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
全
て
の
議
題
が
承
認

さ
れ
、
続
い
て
委
員
会
宣
言
が

提
案
、
承
認
さ
れ
全
て
の
議
事

が
終
了
。

小
檜
山
議
長
が
退
任
の
挨
拶

を
述
べ
た
後
、
歌
川
副
委
員
長

が
閉
会
の
挨
拶
を
し
、
大
沼
委

員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

【
※
委
員
の
発
言
と
労
働
講
座

の
内
容
は
別
途
掲
載
予
定
で
す
】
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1
・
30

地
本
婦
人
部
第
100
回
定
期
委
員
会

2
・
2
‐
3

只
見
線
冬
期
問
題
会
議
（
新
潟
地
本
合
同
）

2
・
4

第
5
回
地
方
執
行
委
員
会

2
・
8

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
全
国
代
表
者
会
議

2
・
10

東
日
本
本
部
第
32
回
拡
大
委
員
会

2
・
12

第
6
回
地
方
執
行
委
員
会
・
第
2
回
闘
争
委
員
会

2
・
15

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

2
・
15

安
プ
ロ
・
各
支
部
業
務
部
長
合
同
会
議

2
・
21

第
126
回
地
方
委
員
会

地
方
本
部
は
2
月
21
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
第
１
２
６

回
定
期
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
の
結
果
、
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
、
当
面
す
る
諸
課
題
と
15
春
闘
勝
利
に
向
け

た
取
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

▼
2
月
10
日
の
東
日
本
拡
大

委
員
会
で
方
針
確
立
。
喫
緊

の
課
題
は
組
織
拡
大
、
安
全

問
題
な
ど
全
て
の
闘
い
を
組

織
強
化
・
拡
大
に
集
約
す
る

意
思
統
一
を
し
た
。
昨
年
の

大
会
以
降
、
関
連
会
社
も
含

め
国
鉄
を
知
ら
な
い
世
代
21

人
が
我
々
の
仲
間
に
な
っ
た
。

▼
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
―
H3
鉄
事
採
用
の
あ
る

仲
間
は
、
会
社
と
紛
争
状
態

に
あ
っ
た
当
時
、
国
労
差
別
・

見
せ
し
め
の
象
徴
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
彼
か
ら
主
任
試
験

一
発
合
格
の
メ
ー
ル
。
自
分

も
会
社
の
変
化
を
感
じ
て
お

り
、
平
成
採
の
組
合
員
達
に

仲
間
を
残
さ
な
け
れ
ば
と
決

意
。

▼
JR
発
足
29
年
、
JR
本
体
は

6
万
人
を
切
っ
た
が
グ
ル
ー

プ
全
体
で
は
10
万
人
以
上
。

圧
倒
的
に
未
加
入
者
が
多
く

無
協
約
状
態
で
放
置
。
今
後

委
託
化
・
外
注
化
は
拡
大
、

機
敏
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

▼
会
社
施
策
に
対
す
る
対
応
。

3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
支
社

跨
ぎ
の
大
き
な
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
プ
レ
ス
発

表
が
先
行
し
、
組
合
・
社
員

へ
の
説
明
が
遅
い
。
労
組
不

要
論
が
背
景
の
姿
勢
で
あ
れ

ば
し
っ
か
り
と
物
申
す
。

▼
05
年
12
月
の
羽
越
線
脱
線

事
故
か
ら
10
年
の
節
目
を
む

か
え
る
。
グ
ル
ー
プ
経
営
構

想
ⅴ
で
も
安
全
を
「
変
わ
ら

ぬ
使
命
」
と
位
置
付
け
、
昨

年
2
月
に
は
グ
ル
ー
プ
安
全

計
画
２
０
１
８
」
を
策
定
し

た
が
、
そ
の
矢
先
に
川
崎
事

故
が
発
生
。
JR
貨
物
で
も
、

「
中
期
経
営
計
画
」
の
も
と
、

全
系
統
に
合
理
化
・
効
率
化

施
策
が
。
こ
う
し
た
中
発
生

し
続
け
て
い
る
運
転
事
故
や

労
働
災
害
は
、
安
全
最
優
先

の
取
り
組
み
の
厳
し
さ
を
物

語
り
、
会
社
も
「
実
態
か
ら

乖
離
し
た
ル
ー
ル
で
あ
れ
ば
、

実
態
に
合
わ
せ
た
対
策
も
必

要
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

今
の
状
況
。
我
々
労
組
側
も

検
証
と
対
策
を
見
つ
め
直
す

必
要
性
を
提
起
。

▼
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働

協
約
改
訂
の
取
組
み
。
昨
日

第
1
回
目
交
渉
実
施
。
仙
台

か
ら
も
出
席
し
て
も
ら
い
本

社
と
議
論
。
一
括
和
解
後
の

課
題
で
あ
る
秋
田
・
山
形
の

支
社
間
異
動
問
題
を
中
心
に
、

早
期
解
決
に
向
け
た
本
社
の

指
導
を
求
め
て
き
た
。
ま
た

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
提
示
の
遅

れ
、
原
則
出
向
の
見
直
し
や

65
歳
定
年
制
を
求
め
た
。
協

約
改
訂
は
困
難
で
あ
る
が
、

昨
年
の
交
渉
で
は
モ
ニ
タ
ー

問
題
や
JR
病
院
の
サ
ー
ビ
ス

労
働
改
善
、
青
年
部
交
渉
も

実
施
。
東
日
本
・
地
方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し

解
決
に
あ
た
る
。

▼
15

春
闘
。
2
月
12

日
、

「
賃
金
改
善
等
に
関
す
る
申

入
れ
」
を
提
出
。
賃
金
は
労

働
力
の
再
生
産
費
で
あ
り
、

さ
ら
に
労
使
の
力
関
係
で
決

ま
る
。
そ
の
た
め
に
も
全
て

の
闘
い
を
組
織
拡
大
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
重
要
。
職
場

か
ら
「
働
か
さ
れ
様
」
「
働

き
方
」
を
見
直
す
「
15
春
闘
」

に
し
よ
う
。

東日本伊藤執行委員

全ての闘いを団結して頑張ろう！

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

（
国
労
議
員
団
）石

川

建
治

☆
日
本
共
産
党

横
田

有
史

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

千
葉

武
敏

☆
全
交
運
共
済
生
協

太
田

博
二

☆
国
労
東
日
本
本
部

伊
藤

隆
夫



会
議
は
、
中
央
本
部
を
始
め

と
し
た
各
機
関
の
問
題
提
起
と

取
組
み
報
告
、
交
流
分
散
会
を

中
心
に
構
成
さ
れ
た
。

地
本
大
沼
委
員
長
の
挨
拶
後
、

闘
争
指
令
第
1
号
の
継
続
を
確

認
・
指
令
を
行
っ
た
国
労
本
部

か
ら
は
、
出
戸
総
務
財
政
部
長

が
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

続
い
て
昨
年
、
主
務
職
の
仲

間
が
国
労
へ
復
帰
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
青
年
2
人
が
同
時
加

入
し
た
盛
岡
地
方
本
部
の
菊
池

組
織
部
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、

同
部
長
は
、
こ
の
間
の
盛
岡
地

本
の
取
組
み
と
、
青
年
労
働
者

の
加
入
の
背
景
と
経
過
、
ま
た

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

更
に
、
国
労
東
日
本
本
部
彦

田
青
年
部
長
か
ら
青
年
部
の
状

況
や
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
た
。

◆
東
日
本
本
部
の
青
年
部
は
23

人
。
職
場
が
離
れ
て
い
る
が
、

工
夫
し
常
任
委
員
会
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
親
組
織
に

頼
っ
て
い
た
新
採
者
獲
得
の
取

組
み
（
入
社
式
行
動
）
も
青
年

部
主
体
で
行
動
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
学
習
の
大
切
さ
を
知
り
学

習
会
も
開
催
し
な
が
ら
、
成
果

と
し
て
8
年
連
続
新
採
加
入
に

結
び
つ
い
て
い
る
。

◆
一
括
和
解
後
、
青
年
部
も
指

導
職
に
合
格
、
車
掌
か
ら
間
も

な
く
運
転
士
も
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
差
別
是
正
が
な
さ

れ
て
き
て
い
る
。

会
社
も
「
ど
の
組
合
に
加
入

も
自
由
、
加
入
し
な
い
の
も
自

由
」
と
の
ス
タ
ン
ス
。
最
近
の

若
手
の
意
識
は
、
他
労
組
も
ダ

メ
だ
け
ど
国
労
も
ダ
メ
…
。

「
組
合
は
や
り
た
い
人
が
や
れ

ば
い
い
」
と
い
う
認
識
が
。

◆
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
労

青
年
部
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

組
合
側
は
青
年
部
5
人
、
交

渉
員
4
人
の
計
9
人
、
会
社
側

15
人
で
、
意
図
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
不
明
だ
が
、
一
定
の
真
剣

さ
は
伺
え
た
。
3
月
の
青
年
・

婦
人
・
家
族
総
行
動
の
前
に
要

求
を
ま
と
め
、
交
渉
で
き
る
よ

う
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

◆
駅
業
務
委
託
…
JR
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
仲
間
…
自
分
た

ち
の
た
め
に
労
働
組
合
が
、
例

え
ば
国
労
が
何
を
し
て
く
れ
て

い
る
の
か
が
見
え
な
い
と
い
う
。

目
に
見
え
る
運
動
を
展
開
し

な
け
れ
ば
。
そ
の
た
め
に
も
学

習
と
交
流
が
も
っ
と
必
要
だ
。

◆
自
分
も
青
年
部
と
し
て
残
さ

れ
た
時
間
は
多
く
な
く
、
何
が

出
来
る
の
か
残
せ
る
の
か
、
真

剣
に
考
え
議
論
し
て
い
る
。

◆
若
手
の
現
状
は
、
第
二
基
本

給
が
何
か
知
ら
ず
上
が
っ
て
喜

ぶ
始
末
。
ベ
ア
が
な
ぜ
大
切
な

の
か
な
ど
、
労
働
条
件
に
関
す

る
問
題
を
丁
寧
に
教
え
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
組
合
ア
レ
ル
ギ
ー

も
あ
り
他
労
組
に
居
た
く
な
い

と
い
う
若
手
も
存
在
。
何
も
し

な
け
れ
ば
組
織
は
減
少
し
消
滅

し
て
し
ま
う
。
前
向
き
な
議
論

と
行
動
で
拡
大
の
報
告
が
で
き

る
よ
う
頑
張
る
。

1
日
目
に
行
わ
れ
た
分
散
会

の
報
告
が
2
日
目
に
さ
れ
た
。

そ
の
報
告
を
聞
き
、
ど
の
組
合

員
も
職
場
で
業
務
を
通
じ
て
、

ま
た
趣
味
な
ど
を
通
し
て
、
強

弱
は
あ
る
が
若
手
社
員
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら

れ
た
。
つ
な
が
り
も
決
し
て
希

薄
で
は
な
く
、
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
そ
の
厚
み
を
増
し
て

き
て
い
る
。
「
後
一
歩
」
が
踏

み
出
せ
れ
ば
、
流
れ
は
大
き
く

傾
く
こ
と
も
現
実
味
を
帯
び
て

き
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
組
織
力
」

で
は
な
い
か
。
「
個
」
の
取
組

み
か
ら
組
織
的
取
組
み
へ
シ
フ

ト
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
、
大
き

な
流
れ
を
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

青
年
部
報
告
に
も
あ
る
よ
う

に
、
残
さ
れ
た
時
間
は
決
し
て

多
く
は
な
い
。
憚
る
こ
と
な
く
、

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
大
胆
に
」

国
労
へ
の
組
織
加
入
を
呼
び
か

け
よ
う
。

【
昌
】

第２６９１号 国労せんだい ２０１５年２月２８日

団結 抵抗 統一

１
月
30
日
、
国
労
仙
台
地
本
婦
人
部
が

100
回
目
の
定
期
委
員
会
を
松
島
町
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
央
本
部
加
藤
婦
人
部
長
を

始
め
、
地
本
婦
人
部
OG
や
家
族
会
か
ら

も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
地
方
本
部
を

代
表
し
て
原
子
書
記
長
は
情
勢
等
を
述

べ
た
後
、
「
100
回
の
歴
史
が
あ
る
婦
人

部
の
方
々
が
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思

う
。
女
性
特
有
の
悩
み
も
あ
り
、
そ
の

共
有
化
と
改
善
を
通
じ
て
、
国
労
に
こ

い
よ
と
言
え
る
関
係
作
り
を
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

ま
た
議
事
が
進
行
す
る
中
で
、
婦
人
部

（
家
族
）
と
し
て
運
動
に
関
わ
っ
て
き

た
経
過
と
想
い
な
ど
を
参
加
者
一
人
ひ

と
り
か
ら
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
分
割
・
民
営
化
の
直
前
で
は
、
当
時

の
国
鉄
当
局
の
女
性
に
対
す
る
信
じ
が

た
い
暴
言
や
扱
い
（
5
・
6
人
か
ら
囲

ま
れ
、
毎
日
○
カ
、
○
ホ
、
辞
め
ろ
コ
ー

ル
…
。
国
鉄
は
自
民
党
が
守
る
か
ら
、

俺
た
ち
が
お
前
を
殺
し
て
も
犯
罪
に
な

ら
な
い
と
も
言
わ
れ
た
）
が
あ
っ
た
が
、

婦
人
部
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
た
。

3
・
11
の
震
災
前
に
婦
人
部
長
を
引
受

け
た
が
、
震
災
の
時
も
本
当
に
支
え
て

も
ら
っ
た
…
。
あ
と
一
年
で
退
職
。
宝

物
は
仲
間
。
ず
っ
と
支
え
ら
れ
て
き
た

の
で
自
分
も
支
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と

思
う
。
一
生
死
ぬ
ま
で
仲
間
で
い
よ
う

と
い
う
思
い
が
あ
る
【
紙
面
の
都
合
で

代
表
し
て
真
砂
婦
人
部
長
の
発
言
の
ほ

ん
の
一
部
を
掲
載
】
。

委
員
会
で
は
各
人
の
発
言
を
全
体
で
確

認
し
、
最
後
に
委
員
会
宣
言
（
案
）
を

採
択
、
真
砂
婦
人
部
長
の
団
結
頑
張
ろ

う
で
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
後
に
は
100
回
を
祝
う
会

が
催
さ
れ
、
歴
代
の
婦
人
部
長
や
地
方

本
部
役
員
も
参
加
し
、
華
や
か
に
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。

【
昌
】

退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日
付

長
澤

善
喜
さ
ん

会
津
若
松
地
区

渡
邊

幸
夫
さ
ん

郡
山
駅
連
合

テ
ク
ノ
郡
山

1
月
31
日
付

滝
田

隆
幸
さ
ん

貨
物
宮
城

金
田

誠
さ
ん

郡
山
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
本
宮
駅

エ
ル
ダ
ー
退
職

出
光

博
明
さ
ん

仙
台
建
築
区

Ｂ
Ｔ
仙
台

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

分散会の様子

  
地
方
本
部
は
1
月
17
・
18
日
の
両
日
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

に
お
い
て
、
「
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
た
。

 
国
労
が
最
重
要
視
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
各
支
部
・
分
会
の

代
表
者
と
組
織
部
を
招
集
し
、
こ
の
間
の
総
括
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

東日本彦田青年部長

継続した討論が団結の力になる

委員会を終えて


